
三重県職員等採用試験説明会
農学編

農林水産部 農林水産総務課

企画調整班 内藤 陽介



自己紹介

• 入庁3年目（2021年入庁）
• 大学院卒業（農学系）

• 学部3年生のときに農業研究
所、普及センターの業務に
参加
→農家に対して真剣に仕事
をする職員の姿
→自身も県職員を志す



農学職の紹介（主な配属先）

行政

研究 普及

・農業行政の企画、調整
・農畜産物の生産振興
・各種事務手続き

・新品種の開発、新技術
の開発・実証といった
試験研究

・農業技術や経営の普及
指導

採用後はジョブローテーションにより
幅広い業務を経験



農学職の紹介（主な配属先）
行政
本庁
地域事務所：桑名、四日市、津、松阪、
伊勢、尾鷲、熊野

研究
農業研究所：松阪（本所）

亀山（茶業研究課）
鈴鹿（花植木研究課）
伊賀（伊賀農業研究室）
御浜（紀南果樹研究室）

畜産研究所：松阪

普及
中央（松阪）、桑名、四日市・鈴鹿、
津、松阪、伊勢、伊賀、紀州（熊野）



私の事例

普及（1～2年目）
配属先：
中央農業改良普及センター専門技術室畜産普及課
主な業務：畜産農家（肉牛農家）を対象とした普及指導

行政（3年目）
配属先：農林水産部農林水産総務課企画調整班
主な業務：農林水産業の施策の調整、広聴広報



私の事例➀（普及）

肥育牛
23,400頭

繁殖牛
1,430頭その他

3,990頭

子牛を県外に依存

しかし…
高齢化による全国的な繁殖農家
の減少
• 価格の高騰
• 子牛導入ができなくなる？

三重県の和牛肥育経営が
衰退してしまう可能性

農家、JA等と連携して県内産子牛を
増産する取組が始まった



繁殖に適した技術の指導が必要

繁殖：健康に子牛を産む管理肥育：多く肉を取る管理

私の事例➀（普及）

• 新規農家向けのマニュアル
• 農家に応じた適切なエサ管理の提案



私の事例➀（普及）

➀農場での確認
• 年に何頭子牛が生産できるか
• 牛の体調（外見、血液の採取）
• エサの管理状況



私の事例➀（普及）

③診断結果の検討
• 診断結果等から、エサ管理の改善案を話し合い
• 検討した内容を農家で実践

②各種調査
• 飼料診断（エサの過不足を計算）
• 血液検査（家畜保健衛生所が担当）

➀～③を繰り返し、
子牛のさらなる増産
を目指す



私の事例➀（普及）

活動の成果
• 子牛の生産効率の向上
• 農家の意識をさらに前向きに

全国平均
400日

437

421
417

450

420

390

360
2020 2021 2022

子牛1頭を産むのに必要な日数



私の事例➀（普及）

その他の活動
• 飼料（エサ）生産の支援

• 研修会の開催

• 共進会（品評会）参加

やりがい
• 県民に直接携われる
• 取組の成果を直接、
実感できる



私の事例②（行政）

農林水産業の施策調整

• 農林水産部内で実施する施策は「みえ元気プラン」
に基づいたもの

• 元気プランに関係する農林水産業施策の成果をとり
まとめ、議会、県民へ報告

• 各部局が独自に策定する計画のうち、農林水産業に
関係する施策についてもとりまとめる

※みえ元気プラン紹介ページ
https://www.pref.mie.lg.jp/VISION/index.htm



私の事例②（行政）

広聴広報

• 県民への県政情報（施策、イベント情報）の発信

• 班が管理するホームページの管理

※企画調整班の公開ページ
https://www.pref.mie.lg.jp/D1NOUR
IN/000182203_00002.htm



私の事例②（行政）

関係部署、機関との連携が重要

三重県

…

農林水産部
農林水産総務課
担い手支援課
森林林業経営課
水産振興課 etc…

総務部

政策企画部国 市町

県民
部内課や市町と連携した三重県に必要な施策の推進
• 日本全体の動向もふまえる
• 農業以外の分野の視点に取り入れる（福祉など）

やりがい：県の施策決定に携われる



最後に

行政

研究 普及

• 職場に応じて様々なかたちで仕事ができる
• 多くの人と関わりながら仕事ができる

国

市町

生産者

民間企業

県民他部局


